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チェックポイント１ 
人と物の移動のために、輸送ルートを明確かつ

良好な状態に保つこと。 

 

なぜか 
農産物や資材の運搬は農作業の重要な部分で

す。多くの農産物や材料は重い、つまり、それら

の形状は様々であり、手で取り扱うのが困難な場

合があります。狭くて、凸凹した、あるいは滑り

やすい輸送ルートにより、物資の輸送は困難にな

ります。良好な輸送経路は、輸送の安全を確保

し、農産物の損失や損傷から守ります。良好な輸

送ルートは、安全かつ迅速な輸送を保証するだけ

でなく、農作業者の事故や怪我を防止します。 

 

どうやって 
１．輸送ルートをより広くし、良好に維持してく

ださい。農場や農業施設への主要な輸送ルー

トでは、人々、農産物、資材の双方向の移動

が可能でなければならない。 

 

２．圃場や施設、そしてあなたの家の周辺の輸送

ルートを改善し、清掃すること。雨が多い季

節に泥だらけにならないようにするには、よ

り高い、より安定した場所に通路を築き、小

さな煉瓦、砕石またはセメントで簡易舗装を

施すと良い。 

 

３．経路や輸送ルートに障害物がないことを確認

し、何も置かないようにする練習を確立して

下さい。保管する物、廃棄する物それぞれに

適切な場所を決めて下さい。 

 

４．もし運河や水路を農場への水路として使用す

る場合は、定期的に浚渫して、農産物を運ぶ

ボートがスムーズに通行できるようにして下

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

協調を促進する方法 
主要な輸送ルートを改善するという、簡単で低

コストの方法から始めます。たとえば、家の前の

道、または農場に通じる輸送ルートをきれいにし

ます。人々は輸送がより速くより安全になったこ

とに気付くでしょう。 

農業従事者、家族や隣人と協力する習慣を育ん

で下さい。たとえば、輸送ルートの維持と改善、

運河の浚渫などを行うために定期的に一緒に作業

をすることなどです。 

 

さらなるヒント 
―  輸送ルートの境界線が見え易いようにしま

す。たとえば、小さな石やセメントでマーキ

ングをするか、柵を建てます。 

―  砂利や煉瓦のかけらなどの現地で入手可能な

材料を使用して、輸送ルートを徐々に改善す

る。 

 

覚えておくべきポイント 
明確で幅広くかつ舗装された輸送ルートによ

り、農産物の輸送が容易になり、傷害や損傷を

防ぐことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1a. 農作業者と農産物の安

全な移動のための幅が広く安全

な移動ルートの管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1b. 果樹園や畑に通じる輸

送ルートは、土を盛り上げて平

らにし、農作物を運ぶカートや

トラックが作業場所まで届くよ

うに十分広い。これにより、手

作業の重いものを扱うことがな

くなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1c. ハイビスカスの垣根が

施された、明確な広い入り口。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


